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語末が「ズ」であるチーム名・グループ名のアクセント分析















（1）  a.  キャンディーズ（音楽グループ）
   b.  ライオンズ（野球チーム）
   c.  ドラゴンズ（野球チーム）
   d.  マリナーズ（野球チーム）
   e.  ウルフルズ（音楽グループ）




* 本稿は第 46回 NINJALサロン（2011年 5月 24日於国立国語研究所），並びに International Symposium on 




[[an accent] never lands further than the immediately neighboring syllable [from its affi  x].]
また，Alderete（2001: 246–247）には以下の記述がある。
[…when an affi  x-triggered alternation is local, it is bound to either a prosodic or a morphological category adjacent to 
the affi  x.]




のようなギリシャ語の属格を表す [-u]や（3）のような英語のクラス I接辞の [-ic]などが挙げら
れる。
（2）  ギリシャ語の属格 [-u]
   a.  ánθrop-os 人間（主格）
   b.  anθróp-u  人間（属格）
（3）  英語のクラス I接辞 [-ic]
   a.  ecónomy
   b.  económ-ic
　日本語の接辞も（4）に示すように，基本的には局所的なアクセント付与を要求する（Poser 
1984, Kurisu 2001）（以下，[0]は平板型アクセント，[+]は形態素境界を表す）。
（4）  a.  さかさま 0 → まっ +さかさま（真っ逆様）







（5）  a.  にんぎょ + ひめ → にんぎょ+ひめ（人魚姫）





　このアクセント現象を，実験を交えつつ Optimality Th eory（OT; Prince and Smolensky 
1993/2004）の枠組みで理論的に分析した研究が Kawahara and Wolf（2010）（以下，K & W（2010））
である。K & W（2010）は，チーム名およびグループ名のアクセントを分析し，（i）[ーズ ]が
² これの例外に当たるのが，後部要素が平板化形態素（deaccenting morpheme; McCawkey 1968）である複合名
詞のアクセントである。この場合，局所的なアクセント付与は要求されず，複合名詞全体が平板型アクセン
トで発音される（しんぞう +びょう 0（心臓病），パーキンソン +びょう 0（パーキンソン病））。




しているという K & W（2010）の主張に対しては，大下（2010）が反論している。K & W（2010）は，
「ギンタマーズ < ギンタマ（銀魂）」や「アワーズ < あわ（泡）」のような例を挙げ，「ズ」を付加
してチーム名等を形成する際には語幹が長音化する傾向があることを指摘した。この観察に基づ









　また，K & W（2010）の「語幹が平板型か尾高型の場合，[ーズ ]はアクセントを語幹の初頭
音節に付与する」という分析にも問題がある。この一般化に従わない（6）のような例外が観察
されるためである。
（6）  カナリアーズ < カナリア 0
   a.  カナリアーズ












（7）  クリスマス , ダマスクス , ブタペスト , イスラエル
　LLLLL構造の語に「ズ」が付加された場合には，（7）のアクセント型が反映される。「ズ」
















2.1 Kawahara and Wolf（2010）
　K & W（2010）が挙げた語例を，語幹のアクセント別にまとめると（8）のようになる。
（8）  K & W（2010）の語例
   a.  語幹が頭高型の場合
     i.  マリナーズ < マリナー
     ii.  キャンディーズ < キャンディー
     iii. アントラーズ < アントラー
   b.  語幹が平板型の場合
     i.  ライオンズ < ライオン 0
     ii.  とんねるず < トンネル 0
   c.  語幹が尾高型の場合
     i.  アワーズ < あわ（泡）
     ii.  ドロンズ < ドロン

























　調査に用いた語は 2つに大別できる。一つ目は K & W（2010）の実験で用いられた語（第 I群）
であり，もう一つは本研究で新たに加えた語（第 II群）である。
　表 1に示すように，第 I群の語幹は 2～ 5モーラである。これらは平板型・中高型・尾高型の
3種類のアクセント型に大別できる。
表 1　第 I群の語幹










³ Kawahara and Wolf（2010）は，語幹の語彙的なアクセントが中高型である場合には，「ーズ」が有する語幹
の初頭音節にアクセントを付与しようとする力が働かないことを認めているが，この理由としてMax（root 
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   a.  第 I群（85）
     i.  語幹系列（31）：ゴミ
     ii.  「ズ」系列（8）：ゴミズ
     iii. 「ー」系列（23）：ゴミー
     iv.  「ーズ」系列（23）：ゴミーズ
   b.  第 II群（68）
     i.  語幹系列（20）：ピアノ
     ii.  「ズ」系列（20）：ピアノズ
     iii. 「ー」系列（14）：ピアノー
     iv.  「ーズ」系列（14）：ピアノーズ
















（10）  a.  クラス , ストレス , クリスマス













   a.  …LLL# : クラス , ストレス , クリスマス
   b.  …LLH# : カロリー , エナジー , グレムリン
   c.  …LHL# : パレード , スポーツ , トランプ
   d.  …HLL# : コンパス , コーパス , ボーナス
   e.  …LHH# : ビエンチャン , ノモンハン , コーディネーター
   f.  …HLH# : アーチェリー , アイボリー , モンブラン
   g.  …HHL# : アーケード , アンティーク , ヨーロッパ

































上のことをまとめると，表 3に示すように，K & W（2010）の予測と本研究の予測の相違点は，「ズ」
に先行する部分―本研究が語幹とみなす部分―の音節構造がLLLH，LLLLHであり，かつ「ー
ズ」に先行する部分―K & W（2010）が語幹とみなす部分―が平板型アクセントである「ーズ」
系列の調査語においてのみ観察されるということになる（カナリアーズ < カナリアー < カナリア , 
パタゴニアーズ < パタゴニアー < パタゴニア）。
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表 3　予測
K & W（2010） 本研究
LHズ a. [ゴミ][ーズ ] g. [ゴミー ][ズ ]
LLHズ b. [ウサギ ][ーズ ] h. [ウサギー ][ズ ]
LLLHズ c. [カナリア ][ーズ ] i. [カナリアー ][ズ ]
HLHズ d. [ガンバリ ][ーズ ] j. [ガンバリー ][ズ ]
LLLLHズ e. [パタゴニア ][ーズ ] k. [パタゴニアー ][ズ ]
HHHズ f. [ノーテンキ ][ーズ ] l. [ノーテンキー ][ズ ]
　たとえば，「ズ」に先行する部分が「カナリアー」である場合，K & W（2010）は平板型アク
セントで発音される「カナリア」を語幹として分析するため，[カナリア ][ーズ ]という出力を

























若年層で約 60%，中年層で約 70%と圧倒的に高いことも窺える。図 2も同様である。図 2は「ズ」
に先行する部分の音節構造が LLLHであり，かつ「ーズ」に先行する部分が平板型アクセント
である第 II群の調査語を用いた場合の結果を示しているが，ここでも K & W（2010）の予測す
る結果は得られず（表 3cを参照），語頭から 2音節目にアクセントが付与されるパターン（表 3i
を参照）の生起頻度が高くなっている（若年層：約 70%，中年層：約 80%）。
　即ち，K & W（2010）の予測は彼ら自身の調査語を用いても，本研究独自の調査語を用いて
も支持されない。逆に図 1と図 2は，本研究の予測が正しいことを明示している。つまり図 1と
図 2に示した結果は，「ーズ」は語幹の初頭音節にアクセントを付与するという K & W（2010）
の分析を否定し，その一方で「ズ」は語幹の構造におけるデフォルト型アクセントを生起させる
という本研究の分析を支持するのである。



















= 3.778, p = .151 (n.s.)）。このことから，調査語の種類にかかわらず，「ズ」は一貫して語幹の構造におけるデフォ
ルト型アクセントを生起させると言うことができる。














（12）  a.  キャンディーズ（音楽グループ）
   b.  ライオンズ（野球チーム）
   c.  ドラゴンズ（野球チーム）
   d.  マリナーズ（野球チーム）
   e.  ウルフルズ（音楽グループ）












すように，語末が /ru/, /su/, /hu/である LLLL構造の語は頭高型アクセントを取ることが知られ
ている。
（13）  アクセス , アクセル , カクテル , モロゾフ , サクセス
　これは，語末の /ru/, /su/, /hu/が音節性（syllabicity）を喪失しており，特殊拍のように振る舞っ
ているためである（Kubozono 1996, Labrune 2002, 他）。（14）に LLH構造の語のアクセントを示
すが，（13）と同様すべて頭高型である。つまり，（13）と（14）の語のアクセントが同様である
ことから，語末の /ru/, /su/, /hu/が特殊拍と同様の働きをしていると分析できる。
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このように，本研究の分析は K & W（2010）の記述的一般化より単純である。この点においても，













（15）  a.  ゴミ → ゴミズ / *ゴミズ
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（16）  平板型アクセント語幹 +「ズ」
   a.  ライオン 0 → ライオン +ズ
   b.  トンネル 0 → トンネル +ズ
   c.  パタゴニア 0 → パタゴニア +ズ
　非派生形と派生形という観点から考察すると，（16）に挙げた例はすべて，非派生形において
平板型アクセントであったものが派生形では起伏型アクセントで発音されるようになっている。
McCarthy and Prince（1994）は OTの枠組みに基づいて非派生形と派生形の関係を考察し「無標





く / *ざぐざぐ , *さぐさぐ < さくさく ; どくどく / *どぐどぐ , *とぐとぐ < とくとく）。しかし，
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れているかを明らかにし，「ズ」の本質を分析することを目的として，実在語から成る新造語およ
び無意味語を調査語として用いた発話調査を実施した。発話調査からは，K & W（2010）の分











   a.  語幹が起伏型の場合：かとうさん（加藤さん），ながさきさん（長崎さん）





   a.  語幹が起伏型の場合：かとうし（加藤氏），ながさきし（長崎氏）
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付　録
A.  第 I群の調査語のアクセント（下表の「LLLHズ」の欄の数値は，「ーズ」に先行する部分が




































（ノーテンキーズ） 4.6 ✓ ✓
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表 6　「ズ」系列のアクセント






















（ハリケーンズ） 9.6 － ✓
B.  第 II群における調査語のアクセント（LLLHズ，LLLLHズの結果は図 2と図 3を参照。「語
幹 -4」は「ズ /ーズ」に先行する部分の語末から 4番目のモーラを含む音節にアクセントが
付与された例を表す）
表 7　「ーズ」系列のアクセント




（ピアノーズ） 20.8 － ✓
表 8　「ズ」系列のアクセント
































（ポケモンズ） 5.7 － ✓
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On the Nature of the Morpheme [zu] in Japanese
GIRIKO Mikioa   OSHITA Takao   KUBOZONO Haruob
aPostdoctoral Research Fellow, Department of Linguistic Th eory and Structure, 
National Institute for Japanese Language and Linguistics
bDepartment of Linguistic Th eory and Structure, National Institute for Japanese Language and Linguistics
Abstract
Th e aim of this paper is to clarify how the accent locus of team/group names ending in the suffi  x 
[zu] is determined in Japanese. Based on the result of a production experiment we conducted, we 
argue that [zu] yields a “default” accent on the stem to which it is attached. Th is implies that stems 
that are pronounced unaccented as independent words are accented underlyingly.
Key words: [zu] morpheme, default accent, syllable structure, unaccented pattern, TETU
